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1.  平成25年3月期第3四半期の業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 44 △50.0 △100 ― △104 ― △186 ―

24年3月期第3四半期 89 △43.8 △153 ― △162 ― △176 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 △378.93 ―

24年3月期第3四半期 △1,136.46 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第3四半期 27 △151 △544.8 △302.51

24年3月期 157 10 6.4 21.46

（参考） 自己資本   25年3月期第3四半期  △152百万円 24年3月期  9百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年3月期 ― 0.00 ―

25年3月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成25年 3月期の業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
当社の平成25年３月期の業績予想につきましては新規事業の開始等により現在精査中であり、今回の第３四半期決算発表時における業績予想の開示は
行っておりません。 



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 500,814 株 24年3月期 155,337 株

② 期末自己株式数 25年3月期3Q ― 株 24年3月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 491,950 株 24年3月期3Q 155,337 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、添付資料P２ 「経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、復興需要等を背景として景気は回復に向かいつつある

ものの、欧州諸国における財政、通貨不安による世界的な景気後退と円高の影響もあり、国内景気の下

押しリスクが依然として存在しております。 

当社の属する業界では、企業のＩＴ関連投資は徐々に回復しつつあるものの、企業収益改善の鈍化も

あり新規案件数の大幅な増加は見込めない状況である中、受注競争の激化や顧客のコスト意識の高まり

と相まって、案件当たりの売上額の低下等による不採算・低採算案件が増加する等、依然として厳しい

状況が続いております。  

 当社は、このような厳しい環境のもと、新経営体制を構築し、既存のセキュリティ商品の販売に加え

て、新しいソリューションやサービスの開発、また当社のITインフラナレッジと商社機能を活用した新

規事業の創出等にも積極的に取り組み、収益力の回復に努めて参りました。 以上の結果、当第３四半

期累計期間の業績は、売上高44百万円（前年同期比50.0％減）、営業損失100百万円（前年同期実績153

百万円の営業損失）、経常損失104百万円（前年同期実績162百万円の経常損失）、四半期純損失186百

万円（前年同期実績176百万円の四半期純損失）となりました。  

 セグメント別の業績については次の通りです。 

①ＩＴセキュリティ事業 

 ＩＴセキュリティ事業は、ＩＴ関連商品の販売やサポートの提供等が主なものであります。 

 当第３四半期累計期間のＩＴセキュリティ事業の業績は売上高19百万円（前年同期比72.2％減）、営

業利益13百万円（前年同期実績16百万円の営業利益）となりました。 

②フランチャイズ事業 

 フランチャイズ事業は、株式会社ペガサスプランニングとの業務提携における学習塾経営におけるフ

ランチャイズビジネスを中心としたチェーン展開支援が主なものであります。 

 当第３四半期累計期間のフランチャイズ事業の業績は売上高、営業利益共にありませんでした。 

③広告事業 

 広告事業は、ピエラレジェンヌ株式会社との業務提携によるマーケティング、広告、宣伝、セミナー

等の企画及び実施の支援事業が主なものであります。 

 当第３四半期累計期間の広告事業の業績は、売上高、営業利益共にありませんでした。 

④カード事業 

 カード事業は、売買代金のクレジット決済にかかる加盟店開発の代理店事業が主なものであります。

 当第３四半期累計期間のカード事業の業績は、売上高0百万円、営業損失17百万円となりました。 

⑤グリーンエネルギー事業 

 グリーンエネルギー事業は、株式会社ウエストホールディングスとの業務提携により、太陽光発電シ

ステムの販売を行っている事業が主なものであります。 

 当第３四半期累計期間のグリーンエネルギー事業の業績は、売上高25百万円、営業利益18百万円とな

りました。 

  

当第３四半期累計期間末における財政状況につきましては、前事業年度末に比べ、総資産は129百万

円減少し、27百万円となりました。この減少は、売掛金が16百万円、ソフトウェアが96百万円、預け金

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報

（２）財政状態に関する定性的情報
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が７百万円減少したことによります。また、負債は前事業年度末に比べ、33百万円増加し、179百万

円となりました。 

 この増加は、未払金が28百万円、預り金が4百万円、短期借入金が18百万円増加し、前受金が19百万

円減少したことによるものであります。 

 純資産は前事業年度に比べ162百万円減少し、151百万円の債務超過となりました。この減少は、利益

剰余金が186百万円減少したことによるものであります。 

  

業績予想につきましては、当第１四半期より開始された新規事業の進捗状況等により現在精査中 

であり、決定次第発表する予定であります。 

（３）業績予想に関する定性的情報

インスパイアー株式会社(2724)　平成25年３月期第３四半期決算短信（非連結）

3



該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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当第３四半期累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

当社は、営業損失の計上及び営業キャッシュ・フローのマイナス状況が平成15年３月期以降連続してお

ります。  

 平成24年３月29日開催の臨時株主総会においてデット・エクイティ・スワップによる新株式の発行及び

債務免除をご承認頂き、実行いたしました結果、前事業年度においては、債務超過は解消されておりまし

たが、当第３四半期累計期間末において186百万円の四半期純損失を計上しており、その結果、当第３四

半期会計期間末において151百万円の債務超過に陥っております。  

 また、借入金及び経費の一部が遅延しており、返済期限・支払期限を延長して頂いている状況となって

おります。  

 これにより、前事業年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。  

 四半期財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、早急に営業損益の黒字化を実現するた

めに、以下の施策を講じて実行して参ります。  

  

（１）資金調達  

 平成24年３月30日付にて、行使価額総額107百万円の新株予約権を発行いたしました。しかしながら当社

はこの新株予約権の行使が期待通り進んでいないことから、このような状況を打破するために様々な動きを

しております。   

 当社は、早急に財務基盤の安定と営業損益の黒字化を実現するために、短期的には借入又は増資等により

調達していく方針であります。  

（２）新経営計画の推進  

 当社は、新しく経営計画を作成し、事業を推進しております。  

①経営効率化の維持  

 当社は、経営の効率化を図る活動の一環として、平成25年３月期事業年度予算の業務執行における諸経費

の見直しを継続的に行っており、引き続きコストのスリム化を実行して参る所存です。  

 その一方で、既存事業の拡大並びに新規事業の立ち上げに必要な人材は強化し、効率の良い経営体質へと

改善を図っていく所存です。  

②既存営業力の強化  

 既存事業において新規商材の投入等を推進し取引先の関係強化を図り、取引高の拡大を目指しておりま

す。  

 また、商品ラインアップにつきましても、既存取扱製品のうち高収益製品への選択と集中を行いつつ、新

たな海外有力商品の取り込みを図るとともに、サービス型の高付加価値商品を展開することで売上の拡大を

図ることといたします。  

③新規事業の立ち上げ  

 当社は、当社のコア・コンピタンスである商社機能とのシナジーを発揮でき、親会社であったピエラレジ

ェンヌ株式会社にもご協力頂き、業務提携契約を締結している各社様との協業により、早期に会社業績に寄

与が望めるような新規事業の創出を進めていく所存です。  

 具体的な新規事業といたしましては、株式会社ウエストホールディングスとの協業による太陽光発電シス

テムの販売に力を入れており、既に、業務を開始しております。  

 また、小売店における売買代金のクレジット決済サービスの開発・運用を行う企業との加盟店開発の代理

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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店業務に基づき、当該決済サービス企業から提供されるクレジット決済サービスを、当社が独自に開発した

加盟店である小売店に提供してまいります。  

 当社においては、クレジット決済サービスを導入した小売店から、クレジット決済額に応じたトランザク

ション型収益が従量で積み上がる収益構造となっております。  

 なお、顧客管理サービスの提供を目的とするカード事業につきましては、事業の見通しが立たないため中

止し、この事業のためのソフトウェアについては第3四半期会計期間において、全額、減損損失として計上

いたしました。 

 その他、当社は、平成24年２月20日付の適時開示「新規事業の開始に関するお知らせ」でお知らせいたし

ましたとおり、株式会社ウエストホールディングスと業務提携契約を締結し、同社が取り扱う太陽光発電シ

ステムの販売代理を開始いたしました。  

 幸いにして、第1四半期会計期間において上記、太陽光システムの販売代理の業務の立ち上がり、業績に

反映する状況となっておりますが、今後も継続的に成長していくと判断するのは早計に過ぎると考えており

ますし、また、前事業年度より取り扱い開始したITネットワーク商材及びクレジットカード関連事業に関し

ては立ち上がりが遅れている状況である事からも、現時点では、依然として、継続企業の前提に関する重要

な不確実性が認められます。  

 なお、四半期財務諸表は、継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性

の影響を反映しておりません。  
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,889 3,399

受取手形及び売掛金 16,800 11

未収入金 2,608 －

商品及び製品 4,843 －

預け金 25,000 18,000

仮払金 1,824 1,330

前渡金 1,233 －

前払費用 1,171 2,099

未収消費税等 1,327 717

貸倒引当金 △618 △277

流動資産合計 57,080 25,281

固定資産   

無形固定資産   

ソフトウエア 96,775 －

無形固定資産合計 96,775 －

投資その他の資産   

投資有価証券 0 0

敷金 3,255 2,677

破産更生債権等 1,284,272 1,284,272

貸倒引当金 △1,284,272 △1,284,272

投資その他の資産合計 3,255 2,677

固定資産合計 100,030 2,677

資産合計 157,110 27,958

負債の部   

流動負債   

短期借入金 7,987 28,500

株主、役員又は従業員からの短期借入金 60,000 58,000

未払役員報酬 10,290 20,356

未払金 35,180 53,136

未払法人税等 6,771 8,110

前受金 20,145 919

仮受金 100 －

預り金 3,804 8,140

訴訟損失引当金 － 2,300

流動負債合計 144,281 179,461

固定負債   

退職給付引当金 1,858 －

固定負債合計 1,858 －

負債合計 146,139 179,461
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成24年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,536,983 1,549,030

資本剰余金   

資本準備金 1,229,283 1,241,330

資本剰余金合計 1,229,283 1,241,330

利益剰余金   

利益準備金 25,900 25,900

その他利益剰余金   

別途積立金 100,000 100,000

繰越利益剰余金 △2,882,171 △3,068,584

利益剰余金合計 △2,756,271 △2,942,684

株主資本合計 9,995 △152,323

新株予約権 975 821

純資産合計 10,970 △151,502

負債純資産合計 157,110 27,958
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(2)【四半期損益計算書】 
 【第２四半期累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 89,576 44,792

売上原価 56,721 5,969

売上総利益 32,854 38,822

販売費及び一般管理費 185,908 139,254

営業損失（△） △153,053 △100,431

営業外収益   

受取利息 0 0

雑収入 181 70

貸倒引当金戻入額 956 340

営業外収益合計 1,138 411

営業外費用   

支払利息 11,046 4,381

営業外費用合計 11,046 4,381

経常損失（△） △162,962 △104,400

特別利益   

新株予約権戻入益 367 －

受取和解金 1,500 －

特別利益合計 1,867 －

特別損失   

事務所移転費用 14,727 －

減損損失 － 79,000

訴訟損失引当金繰入額 － 2,300

特別損失合計 14,727 81,300

税引前四半期純損失（△） △175,822 △185,700

法人税、住民税及び事業税 712 712

法人税等合計 712 712

四半期純損失（△） △176,534 △186,413
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当第３四半期累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

当社は、営業損失の計上及び営業キャッシュ・フローのマイナス状況が平成15年３月期以降連続してお

ります。  

 平成24年３月29日開催の臨時株主総会においてデット・エクイティ・スワップによる新株式の発行及び

債務免除をご承認頂き、実行いたしました結果、前事業年度においては、債務超過は解消されておりまし

たが、当第３四半期累計期間において186百万円の四半期純損失を計上しており、その結果、当第３四半

期会計期間において151百万円の債務超過に陥っております。  

 また、借入金及び経費の一部が遅延しており、返済期限・支払期限を延長して頂いている状況となって

おります。  

 これにより、前事業年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。  

 四半期財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、早急に営業損益の黒字化を実現するた

めに、以下の施策を講じて実行して参ります。  

  

（１）資金調達  

 平成24年３月30日付にて、行使価額総額107百万円の新株予約権を発行いたしました。しかしながら当社

はこの新株予約権の行使が期待通り進んでいないことから、このような状況を打破するために様々な動きを

しております。   

 当社は、早急に財務基盤の安定と営業損益の黒字化を実現するために、短期的には借入又は増資等により

調達していく方針であります。  

（２）新経営計画の推進  

 当社は、新しく経営計画を作成し、事業を推進しております。  

①経営効率化の維持  

 当社は、経営の効率化を図る活動の一環として、平成25年３月期事業年度予算の業務執行における諸経費

の見直しを継続的に行っており、引き続きコストのスリム化を実行して参る所存です。  

 その一方で、既存事業の拡大並びに新規事業の立ち上げに必要な人材は強化し、効率の良い経営体質へと

改善を図っていく所存です。  

②既存営業力の強化  

 既存事業において新規商材の投入等を推進し取引先の関係強化を図り、取引高の拡大を目指しておりま

す。  

 また、商品ラインアップにつきましても、既存取扱製品のうち高収益製品への選択と集中を行いつつ、新

たな海外有力商品の取り込みを図るとともに、サービス型の高付加価値商品を展開することで売上の拡大を

図ることといたします。  

③新規事業の立ち上げ  

 当社は、当社のコア・コンピタンスである商社機能とのシナジーを発揮でき、親会社であったピエラレジ

ェンヌ株式会社にもご協力頂き、業務提携契約を締結している各社様との協業により、早期に会社業績に寄

与が望めるような新規事業の創出を進めていく所存です。  

 具体的な新規事業といたしましては、株式会社ウエストホールディングスとの協業による太陽光発電シス

テムの販売に力を入れており、既に業務を開始しております。  

 また、小売店における売買代金のクレジット決済サービスの開発・運用を行う企業との加盟店開発の代理

（３）継続企業の前提に関する注記
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店業務に基づき、当該決済サービス企業から提供されるクレジット決済サービスを、当社が独自に開発した

加盟店である小売店に提供してまいります。  

 当社においては、クレジット決済サービスを導入した小売店から、クレジット決済額に応じたトランザク

ション型収益が従量で積み上がる収益構造となっております。  

その他、当社は、平成24年２月20日付の適時開示「新規事業の開始に関するお知らせ」でお知らせいたしま

したとおり、株式会社ウエストホールディングスと業務提携契約を締結し、同社が取り扱う太陽光発電シス

テムの販売代理を開始いたしました。  

 幸いにして、第1四半期会計期間において上記、太陽光システムの販売代理の業務の立ち上がり、業績に

反映する状況となっておりますが、今後も継続的に成長していくと判断するのは早計に過ぎると考えており

ますし、また、前事業年度より取り扱い開始したITネットワーク商材及びクレジットカード関連事業に関し

ては立ち上がりが遅れている状況である事からも、現時点では、依然として、継続企業の前提に関する重要

な不確実性が認められます。  

 なお、四半期財務諸表は、継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性

の影響を反映しておりません。  
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Ⅰ  前第３四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日) 

   当社の報告セグメントは、「ＩＴセキュリティ事業」及び「カード事業」の２つを報告セグ 

  メントとしております。 

   なお、「カード事業」の相対的割合が非常に低く、セグメント情報の重要性が乏しいため、 

  セグメント情報の記載を省略しております。 

  

（４）セグメント情報等
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Ⅱ  当第３四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項) 

 
(注）全社費用は、主にセグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

 ３．セグメントの変更等に関する事項 

  当社は「ＩＴセキュリティ事業」「フランチャイズ事業」「広告事業」「カード事業」の４つ 

 報告セグメントにしておりましたが、新規事業の開始に伴い、第１四半期会計期間より 

 「グリーンエネルギー事業」を報告セグメントととして追加し５つの報告セグメントをしており 

 ます。  

  これにより、当第３四半期累計期間の報告セグメントにおいて、「グリーンエネルギー事業」の 

 売上高25,244千円、セグメント利益18,822千円を記載しております。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  （固定資産に係る重要な減損損失） 

  「カード事業」セグメントにおいて、顧客管理サービスの提供を目的とするカード事業につきま   

  しては、事業の見通しが立たないため中止し、この事業のためのソフトウェアについては第３ 

  四半期会計期間において、全部減損損失として計上いたしましました。  

   なお、当該減損損失の計上額は第３四半期累計期間において、79,000千円であります。 

  

報告セグメント

合計 
(千円）ＩＴセキュ

リティ事業 
(千円）

フランチャ
イズ 
事業 

(千円）

広告事業
(千円）

カード
事業 
(千円)

グリーンエ
ネルギー事

業 
(千円)

計 
(千円）

売上高

  外部顧客への売上高 19,483 ─ ─ 64 25,244 44,792 44,792

 セグメント間の内部売上又 
は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

計 19,483 ─ ─ 64 25,244 44,792 44,792

セグメント利益又は損失
(△）

13,513 ─ ─ △17,710 18,822 14,625 14,625

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 14,625

全社費用(注) △115,057

四半期損益計算書の営業損失（△） △100,431
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該当事項はありません。 

  

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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